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第
二
次
世
界
大
戦
に
係
る
日
本
政
府
の
歴
史
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

内
閣
官
房
内
閣
広
報
室
が
発
行
す
る

『麻
生
内
閣
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』

（以
下
、

「同
メ
ル
マ
ガ
」
と
い
う
。
）

（ぎ
ぼ
く

Ｊ́
翼

日
日
ＮＦ
Ｓ
け無

∞
ｏ
・一ｏ
ゝ
Ｒ
ヨ
‐ヨ
出
”Ｎ一お
じ

の
二
〇
〇
八
年
十
二
月
四
日
発
行
の
第
九
号
に
関
し
て
以
下
の
と
お
り
質

問
す
る
。
項
目
毎
に
個
別
回
答
さ
れ
た
い
。

一　

同
メ
ル
マ
ガ
は
、

「国
権
の
最
高
機
関
に
拠
る
指
名
、
畏
く
も
、
御
名
御
璽
を
頂
き
、
第
九
十
二
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就

任
致
し
」
た
麻
生
太
郎
首
相
が
組
閣

・
任
命
し
、
認
証
を
得
た
現
内
閣
の
公
的
発
行
物
と
認
識
し
て
宜
し
い
か
。

一
一　
同
メ
ル
マ
ガ
の
編
集

・
発
行
責
任
は
、
内
閣
官
房
内
閣
広
報
室
に
帰
す
る
と
認
識
し
て
宜
し
い
か
。

〓
一　
同
メ
ル
マ
ガ
に
於
け
る
麻
生
太
郎
首
相
の
発
言
は
、
現
内
閣
を
代
表
す
る
公
的
見
解
と
認
識
し
て
宜
し
い
か
。

四
　
同
メ
ル
マ
ガ
が
配
信
す
る

「麻
生
総
理
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
コ
ー
ナ
ー

『太
郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』
」
の

『第
十
回
太

郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』

（ぎ
ぎ
一≫
Ｊ
翼

ざ
い
●
お
ｏ
・ピ
い
０
卜
の口
【計
Ｒ
８
８
ゝ
ミ
８
８
卜
亀
Ｂ
芦
ｏ
】ミ
ｏ
８
９
軍
日
じ

で
麻
生
首
相

は
、
　
三

九
四

一
年
十
二
月
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
真
珠
湾
攻
撃
で
始
ま
る
ん
で
す
」
と
断
定
的
口
調
で
発
言
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
現
内
閣
に
於
け
る
日
本
政
府
の
見
解
と
認
識
し
て
宜
し
い
か
。

五

　

『第
十
回
太
郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』
の
映
像
に
は
、
同
発
言
と

一
言

一
句
違
わ
ぬ
字
幕
を
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
掲
載
は
内
閣

一



二

広
報
室
の
判
断
に
基
づ
く
作
業
と
認
識
し
て
宜
し
い
か
。

エハ
　
然
る
に
、
文
部
科
学
省
検
定
済
教
科
書
の
、
何
れ
の
出
版
社
の
発
行
書
に
於
い
て
も
、
高
等
学
校

「世
界
史
」
、
中
学
校

「社
会
科
」
教
科
書
で
は
、　
一
九
三
九
年
九
月

一
日
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
こ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン

ス
が
宣
戦
布
告
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
、
旨
の
記
述
で
統

一
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
と
の
不
整
合
を
如
何
に

捉
え
る
べ
き
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

七
　
万
が

一
に
も
、
真
珠
湾
攻
撃
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
引
き
金
で
あ
り
、
即
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
端
緒
は
日
本
軍
の
真

珠
湾
攻
撃
に
帰
因
す
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
新
た
な
歴
史
認
識
に
基
づ
き
、
検
定
済
教
科
書
に
於
け
る
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
開
戦
に
関
す
る
記
述
変
更
を
、
麻
生
太
郎
内
閣
は
文
部
科
学
省
に
対
し
具
体
的
且
つ
早
急
に
指
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

併
せ
て
、
日
本
政
府
と
し
て
の
新
た
な
公
式
見
解
を
国
内
外
に
周
知
す
る
努
力
を
怠
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
考
え
る
が
、
政

府
の
覚
悟
を
問
う
。

八
　
百
歩
な
ら
ず
二
百
歩
譲
っ
て
、

『第
十
回
太
郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』
に
於
け
る
発
言

（
「
一
九
四

一
年
十
二
月
に
第
二
次
世
界

大
戦
が
真
珠
湾
攻
撃
で
始
ま
る
」
）
が
、

「
（既
に
生
起
し
て
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
新
た
な
拡
大
局
面
で
あ
る
）
太
平

洋
戦
争
が

一
九
四

一
年
十
二
月
に
真
珠
湾
攻
撃
で
始
ま
る
」
の
限
定
的
意
味
合
い
で
あ
る
と
し
て
も
猶
、
件
の
発
言
は
、



「言
葉
足
ら
ず
」

「舌
足
ら
ず
」

「国
が
滑
っ
た
」
と
い
っ
た
類
の
弁
明
で
は
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
に
於
い

て
到
底
、
承
諾
さ
れ
得
ぬ
、
凡
そ
日
本
国
の
宰
相
と
し
て
の
智
性
を
疑
わ
れ
る
、
極
め
て
恥
ず
べ
き
行
為
に
他
な
ら
ず
、
そ

の
重
大
性
に
鑑
み
、
国
権
の
最
高
機
関
と
日
本
国
憲
法
で
位
置
付
け
ら
れ
る
国
会
の
場
に
於
い
て
麻
生
太
郎
首
相
は
、
自
身

の
歴
史
認
識
の
誤
謬
に
関
す
る
謝
罪
と
訂
正
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
覚
悟
を
問
う
。

九
　
併
せ
て
、
内
閣
官
房
内
閣
広
報
室
も
、
公
文
書
た
る

「イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
」
に
於
け
る
、
件
の
断
定
的
発
言
の
撤
回
と

訂
正
を
可
及
的
速
や
か
に
実
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
さ
れ
た
い
。

十

　

『太
郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』
で
は
毎
回
、
冒
頭
に

「今
週
の
お
題
」
な
る
惹
句
が
画
面
に
掲
出
さ
れ
る
が
、
誰
の
提
案
に
基
づ

く
演
出
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

十

一
　

「お
題
」
と
は
本
来
、
寄
席
の
演
目
の
最
後
に
複
数
名
の
噺
家
が
高
座
に
上
っ
て
芸
を
競
い
合
う

「大
喜
利
」
の
際
、

観
客
か
ら
出
さ
れ
る
題
名
を
意
味
す
る
符
丁
で
あ
る
が
、
日
本
の
政
治
も
経
済
も
混
迷
の
極
み
を
漂
流
す
る
現
在
、
斯
く
な

る
符
丁
を
首
相
官
邸
の
広
報
活
動
の

一
環
た
る

『太
郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』
で
用
い
る
適
否
に
関
す
る
首
相
官
邸
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

十
二
　

『太
郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』
の
映
像
に
は
、　
三
百
も
発
せ
ぬ
儘
に
頷
く
役
目
の
女
性
の
姿
が
冒
頭
と
最
後
に
映
し
出
さ
れ
る

三



四

が
、

『太
郎
ち
ゃ
ん
ね
る
』
制
作
に
要
す
る
収
録

・
編
集

・
出
演
等
、
毎
回
の
支
出
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
仮
に

一
連

の
作
業
を
外
部
に
委
託
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
入
札
に
関
す
る
資
料
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。




